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本年もよろしくお願い申しあげます

ｅオーダーサロ; , . キノンタハールで, よ、
品閥･サイズとも:こり&常に１V !揃えをいたしておりま- #
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ｒ盈屍画画

鶴

デイたちへ
届けします届

h

リバーシブルミンクハーフゴート￥9 8 0 , 0 0 0

Ａ．Ｈ、Ａ、ｐ・ｐｏＹ．ＮｏＥ・ＷｏＹ。Ｅ・Ａ．Ｒ
真珠･ 貴金属･ 毛皮･ 輸入婦人服

Ｑ多・ラダ
さんちかレデイスタウン／神戸市中央区三富町１丁目１０番１浄査( 0 7 8 ) 3 9 1 - 3 8 8 6
本社／神戸市中央区元町通６丁目７瀞８号明邦ビル冠( 0 7 8 ) 3 4 1 - 8 0 4 1 ㈹ ノ
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)｡

も
う
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
か
、
如
月
、
装
い
も
あ
ら
た
に

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
コ
マ
ッ
ヤ
年
型
店
舗
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

さ
ら
に
あ
で
や
か
、
さ
ら
に
華
や
か
。

よ
り
美
し
い
出
会
い
の
ひ
と
と
き
。

ｉｉ
ミ
曲

し
ま
し
た
コ
マ
ッ
ヤ
新
店
舗
ｃ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

店
内
は
、
ご
ゆ
っ
く
り
お
兇
た
て
い
た
だ
け

ン
風
に
。
シ
ッ
ク
で
格
調
高
い
雰
開
言
罫
皇
仔

い
た
だ
け
ま
す
。
品
揃
え
も
、
さ
ら
に
充
実
、

ポ
ル
テ
と
も
に
吟
味
を
重
ね
た
品
々
を
バ
ラ

取
り
揃
え
、
と
き
め
き
の
一
着
と
の
山
火
室
い

し
ま
す
。

|澗塞縦；
･センター街店( 婦人服地･ お仕垂F ･ プレタポルテ）
中央区三宮ｾﾝﾀー 街2丁目TEL(078)331-1833ノ
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エレガンス､ 鮮やかに。
知性が薫るﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ スペース< リザ･ サロン〉

本年もよろしくお願い申し上げます。
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舌装いも新たに ■ ペコ' 画フルウペコ‘画フ
おしゃれなゴーフル

ユニークな楕円缶に入ったちょっとおしゃれなコウベゴーフル
ゴーフル生誕5 5 年を記念して生まれました。新しいかたち、
味わいが、ゴーフル同様、世代をこえたみなさまの語らいや
ふれあいを、さらに味わい深く演出いたします。

＜窪神戸且貝坐
ミニイゴーフル

本社.神戸市中央区元町通3丁目3- 1 0恋( 0 7 8 ) 3 2 1 - 5 5 5 5

コウベゴーフル

バニラ 1000円(1缶）

コーヒー 1000円(1缶）

チョコレート 1 0 0 0円( 1缶）

バニラ･ コーヒー･ チョコレート3 0 0 0 円( 3 缶入）

ノ
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Ⅱ

目次作品／宮崎豊治『身辺モデル』

Ｉ

１

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の手帖です
１月号目次●1 9 8 4 ．N o . 2 7 3
表紙／小磯良平
セカンドカバー／スケッチブックから( 6 1 > ヨーロッパを描く／西村功
９第８回神戸文学街・神戸女流文学賞受賞者
１２ある集い／４霜駆動ＲＯＫＫＯオフロードファミリー／四居玲
１５コウベスナップ
１６エトランゼの輪郭〈2 3 > ／須田弧太
１８神戸の風色‘､ 4 9 》堀内初太郎
２９わたしの意見／宮崎辰雄
３１随想／赤根和生／駒井妙子／寺本混
３５地域文化論( その5 3 ) ／神戸市立博物館／井尻昌一
３６詩心象〈1 9 > 詩・安水稔和／絵・石阪春生
３８れんさいエッセイ⑧出会いのドラマ／小原稚子
４０巻頭インタビュー／草柳大蔵
４６さわやか対談／坂井時忠・吉沢京子
５０経済ポケットジャーナル
５１話題のひろばロ大月尋男社長藍綬褒章受章
５２日本文化デザイン会議' 8 3 神戸／神戸人は知的まつりに何を感じたのか
６２話】唖のひろは回全国タウン睦会醗

回美術家野球大会
６４キャンペーン／メリケンパーク栂想
７０第８回神戸交学賞・神戸女流文学街発表
７６K O B E F A S H l O N S P O T
８４フアツシヨンレポート大阪国際ファッションフェスティバル
８６ＮＥＵＥＭＯＤＥＭＡＲＣＨＥＮ／篠原順子
８８ノコちゃんの華麗なるＫＯＢＥ見てある記・田崎真珠新社屋
1 冊ふたたびプロフェッサーＰの研究室／岡田淳
1 1 7 コーヒーブレイク
1 1 8 動物園飼育日記4 2 1 8 > 亀井一成
1 2 6 有馬歳時記〈１月〉
1 2 9 神戸の集いから
1 3 0 神戸を福祉の町にく' 2 1 > 橋本明
1 3 2 兵庫界隈記
1 3 5 ＫＦＳニュース
1 3 6ふらっしや・ばつ< , ; 3 9 >淀川長治
1 3 8 K O B E M O D E R N C U L T U R E
1 4 0 コスモ・ファンタジー／青月夢月／佐藤晴美
１４６ポケットジャーナル
１４９ぴっといん
１５０神戸百店会だより
１５２多田智満子・午后の対話／ケスト小島輝正
１弱連戦小説／昔の眼／服部洋介／絵・貝原六一
伽エッセイ／風のファンタジア／吉村由美
１８２海般港／ママがα白い貴婦人”を連れてきた

「エスメラルダ号」招請奮戦記
カメラ／米田定蔵・坂上正治・橋本英男・速水享

中村昇治・田村康・松原卓也・池田年夫
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４

点

心

あけまして
おめでとう
ございます

教室案内
教室
宝塚
西宮
西宮北口
夙川①
夙川②
芦屋
芦屋
御影

甲且凸
〃、

神 戸①
神戸②
神戸③
明石①
明石②

会場
サンピオラ５番館
商工会館
高島屋ローズカレッジ
ロイヤル夙川ビル
ロイヤル夙川ビル
芦屋市民会館
ダイエー芦屋浜
御影公会堂
六甲プラザ文化センターー
朝日会館
朝日会館
センタープラーザビル
明石商工会議所
明石商工会議所

日程( 予定）
第１・第３㈹
第２・第４㈹
第２・第４㈹
第１・第３㈹
第２・第４( 月）
第２・第４体）
第２・第４㈹
第１・第３㈹
第２・第４㈱
第２・第４㈹
第２・第４勘
第１・第３伽
第２・第４㈹
第２・第４㈹

アＪＴ

罰胃＆

伝統ある日本古来の手すき和紙を画材として、
指先でちぎり、のりで貼りながら描く絵です。
手すき和紙独特のあたたかさ、やわらかさが
和紙絵とは思えないハイセンスな絵の世界へ
あなたを誘います。

粂欺t 和乾
〒6 5 O 神戸市中央区浪花町５９朝日会館

ＴＥＬ（0 7 8）3 3 2 - 2 6 1 2㈹

一

つ

９

４
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Ⅶ

神
戸
か
ら

「

ハ
ー
ピ
ス
ト中

川

里
の
ｉ
ｓ
Ⅲ

祁帳

魅惑的な音色が響くハープも実は足腰の体力を要する難しい楽器で、関西で
は貴重な存在のハービスト、中川麻里さん。東京芸大からベルギーのブリュッ
セル王立音楽院・大学院を共に首席で卒業後、一昨年帰国されました。昨年は
国内デビューで各種コンサートに出演し、有望なハーピストと、専門家からも
注目されています。エレガントなファッションで室内楽の演奏にぴったりです
ね」と笑顔がチャーミングな麻里さんです。

●●9 ●の早●●｡ ●●●●g ●や■●●◆●巴■■■■■●●9 ■●●＆●■■●■●甲凸

; ※写真のブラウスを抽選で３名様：
；にプレゼントいたします。ご希§
；望の方は葉書に住所・氏名・年；
；齢・職業を記名の上下記までご；
；応募ください。’8 4年１月2 3日締切。；
；〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1 ：
：大神ビル９Ｆ月刊神戸つ子；
；ｒイズム」プレゼント係
…………………………………〃

⑤戦鳴卯
Headoffice9-21I4-ChomeNInomiya-chOChuokutKobe・651‘､japanTELO78-222-3641
Malrkeljngｒｏｏｍ６．１８２GhomeNInomiy騒cho‘ChuokuKobBj651JapanT造L078-222,ざ1331Ｌ
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あけましておめでとうございます

ロ
ロＩ

加

働』...‐

ⅧＬＬ］

ず戸'１鮒
・1；

ﾉ Ｗﾉ ＥＺＺＶＥＦＩＭＵＩ‘〃j Ｗ

、

ノ
ＭＯＤＥＬＥＭ１& ＹＵＭＩ 本店( 水道筋６丁目) にテイールームがオープンしました〃､ イジ
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創
世
紀
に
向
け
て

多
種
機
能
の

都
市
づ
く
り
を

r臼噛~ ･ ■哩皐. 八
神
戸
市
市
長
Ｖ

☆
私
の
意
見

宮
崎
辰
雄

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
の
開
催
ま
で
、
あ
と
六
百
日
余

り
と
な
り
ま
し
た
。
同
大
会
に
は
、
世
界
百
か
国
か
ら
約
五
千
人

の
選
手
・
役
員
ら
の
参
加
と
、
八
十
万
人
の
観
客
が
あ
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
若
人
が
集
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
国

際
交
流
を
推
進
し
、
世
界
平
和
へ
の
相
互
理
解
を
深
め
る
同
大
会

は
、
神
戸
の
国
際
化
と
国
際
親
善
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
下
鉄
や
道
路
網
な
ど
関
連
公
共
施
設
を
は
じ
め
、
競
技
施
設

の
建
設
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
神
戸
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
は
、
ス
タ
ン
ド
の
外
形
も
出
来
上
が

り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
芝
張
り
も
終
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
体
操
競
技
の
会
場
と
な
る
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
は
、

大
屋
根
の
ジ
ャ
ッ
キ
・
ア
ッ
プ
も
完
了
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
こ

れ
ら
の
施
設
が
完
成
し
、
お
披
露
目
も
兼
ね
て
種
目
ご
と
の
選
手

権
大
会
等
を
誘
致
し
て
〃
プ
レ
大
会
″
を
開
催
し
ま
す
。

一
方
、
世
界
か
ら
の
選
手
・
役
員
を
は
じ
め
、
神
戸
大
会
に
訪

れ
る
多
く
の
人
た
ち
を
温
か
く
迎
え
る
と
と
も
に
、
大
会
に
関
係

す
る
各
種
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神

戸
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
市
民
の
支
援
組
織
「
神
戸
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
推
進
協
議
会
」
も
、
去
る
十
一
一
月
十
日
発
足
し
ま

し
た
。
同
協
議
会
は
、
県
下
の
経
済
団
体
・
文
化
団
体
。
婦
人
団

体
な
ど
約
百
団
体
で
組
織
さ
れ
、
今
後
文
化
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
大
会
に
参
加
す
る
運
動
な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
は
、
神
戸
市
が
進
め
る
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
に
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
こ
れ

を
契
機
と
し
て
大
規
模
な
国
際
的
エ
ベ
ン
ト
も
よ
り
一
層
増
加

し
、
国
際
都
市
神
戸
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
い
く
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

神
戸
市
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
多
種
機
能
の
都
市
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
先
端
技
術
産
業
の
誘
致
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

の
建
設
、
西
北
神
の
開
発
、
市
街
地
の
再
開
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、
都
市
施
設
と
し
て
必
要
な
神
戸
沖
空
港
計
画
を
推
進
し
、
市

民
の
暮
ら
し
の
基
礎
と
な
る
神
戸
経
済
の
一
層
の
振
興
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ：

１
２９
１
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おめでとう.／'847/72鮒~7/122日
I 域人の周｣ 特別メニュー

☆今日から大人の仲間入りをする、若いあなたの
記念の日を、ご家族、お仲間といっしょに祝い
ませんか。オリエンタルホテルでは、素晴らし
い想い出となるよう､ ｢ 成人の日」にふさわしい
特別メニューでお待ち申しあげます。

スカイレストラン１１Ｆ
正午～2 : ００”
5：O 0 p m～Z O J 0 0 p m

慧諭
uij1ju垂

ステーキハウス
Ｂ１Ｆ

1 1：３０α、～2 :３０p m
5g00p7凡～9:３０”I，

☆大人お１人さま
ＹＩＯ, Ｃｏｏ( 税･ サ別）

○オードブルリッシ司庭Ｌ又は、
スモークド明石鯛ケッパー添え

Ｏブルターニュ一風、白隈予貢の
スープ、又は、コンソメ“おめ
でとう”

○舌平目のヴォローヴァン、又は
神戸肉のフィレステーキベリグ
ーソース

○季節のサラダ
Ｏシャーベットフランボワーズ
Ｏメロン
○コーヒー

☆大人お１人さま
．￥１０．０００( 税･ サ別）
ｏオードブル寿
○車海老バター焼
ｏ神戸肉フィレ、又は
サーロイン( 1 5 0 9 ）

Ｑ温季節野菜５品
Ｏカニのピラフ
Ｏベークドアラスカ
○コーヒー又は紅茶

☆その他、オリエンタルホテル直営、各レストラ
ンには、みなさまのお好みにあわせて、特別メ
ニューをご用意いたしております。

Ｆ８ タオリヱンタノﾚ ホテル
神戸市中央区京
ＴＥＬＯ７８(3３

町
1）
2 5 番地
8１１１

鋒
謹賀新年
EingutesNeuesJahr1

昭和5 9年元_ 1１

驚蕊畿鶏鍵驚織織，識識謡:鍵;総総;銅

一面踊嘩一一

3０
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昨
年
は
帝
塚
山
女
子
大
生
が
、
卒
論

に
モ
ン
ド
リ
ア
ン
を
選
ん
だ
、
と
神
戸

ド
イ
ツ
で
死
に
損
っ
て
帰
っ
て
き
て

か
ら
、
こ
の
錘
裡
牛
で
早
や
皿
年
目
に
入

る
が
、
も
し
彼
の
地
で
命
を
お
と
し
て

い
た
ら
、
２
冊
目
の
モ
ン
ド
リ
ア
ン
『
自

然
か
ら
抽
象
へ
ｌ
モ
ン
ド
リ
ア
ン
論

集
』
の
訳
稿
も
反
古
に
帰
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
し
、
想
え
ば
、
ゾ
ッ
と
す
る
は

な
し
だ
が
、
よ
ほ
ど
悪
運
？
の
強
い
男

な
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
執

筆
依
頼
の
あ
っ
た
の
は
、
八
モ
ン
ド
リ

ア
ン
Ｖ
の
第
３
部
（
完
結
篇
）
を
な
す

『
モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
〈
デ
・
ス
テ
ィ
ル
〉

わ
が
〔
モ
ン
ド
リ
ア
ン
〕

さ
ん
の
こ
と
ど
も

赤
根
和
生

八
美
術
驚
譲
ｖ

み
に
か
れ
マ
ス
タ
ー
は
客
か
ら
、
血
モ

随 想

ん
で
す
ョ
・
〃
八
モ
ン
ド
リ
ア
ン
Ｖ
と
い

Ｉ
新
造
形
主
義
の
系
譜
と
そ
の
原
点
』

の
初
校
ゲ
ラ
を
校
正
し
終
え
た
頃
で
あ

っ
た
。こ

の
訳
稿
は
前
二
箸
を
刊
行
し
た
版

元
が
上
梓
予
定
で
す
で
に
手
渡
し
て
あ

っ
た
の
だ
が
、
い
よ
い
よ
高
ま
る
モ
ン

ド
リ
ア
ン
再
認
識
の
世
界
的
機
運
を
よ

そ
に
、
同
社
の
財
政
的
窮
状
と
読
者
層

の
活
字
ば
な
れ
現
象
の
相
剰
に
因
し
て

永
ら
く
お
蔵
入
り
の
ま
ま
、
〃
陽
の
目

も
み
な
い
の
で
は
？
″
と
危
倶
さ
れ
て

死
ん
で
も
死
に
切
れ
ぬ
想
い
で
静
々
と

フ
ン
・
づ
室
り

慢
性
便
秘
の
ご
と
き
心
境
で
い
た
と
こ

ろ
へ
、
別
の
出
版
社
（
朝
日
出
版
社
）

か
ら
救
い
の
手
が
さ
し
伸
く
ら
れ
て
上

梓
決
定
の
朗
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
わ
け

で
あ
る
。

そ
れ
と
相
前
後
し
て
、
あ
る
夕
暮
、

〈
神
戸
時
代
〉
の
個
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

出
席
す
べ
く
、
北
野
坂
交
叉
点
で
信
号

ま
ち
し
て
い
る
と
、
あ
る
青
年
か
ら
挨

カット／田中美穂「乾いた花』

て
い
る
と
い
う
凝
り
よ
う
…
。
な
ん
と
、

らわ〃
、れあ

豪
箸
な
扉
に
は
そ
の
サ
イ
ン
が
刻
ま
れ

大
学
に
モ
グ
リ
学
生
で
聴
講
に
来
て
い

嬉
し

華
臼
の

壷
の
あ
る
静
物
ｖ
の
複
製
が
掲
げ
ら
れ

内
は
落
ち
つ
い
た
シ
ッ
ク
な
イ
ン
テ
リ

た
真
錐
プ
レ
ー
ト
の
表
札
が
…
（
モ
ン

ド
リ
ア
ン
さ
ん
の
邸
な
の
で
あ
る
、
因

文
字
の
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
明
あ
か
と
輝

巷
に
は
あ
ら
ゆ
る
外
国
名
が
ひ
し
め
い

君
だ
っ
た
の
だ
ノ
．
（
な
あ
ん
だ
／
、
同
じ

穴
の
む
じ
な
と
は
？
）
そ
れ
に
し
て
も

無
量

れ
が
は
じ
め
て
／
，

は
ほ
と
ん
ど
喫
茶
店
で
、

戸
ｎ
．
〆
■
■
巳

拶
さ
れ
た
、
〃
せ
ん
せ
、
ぼ
く
を
憶
え

て
い
ま
す
か
？
″
と
か
れ
、
（
見
覚
え

る
し

教
え
子
（
奈
良
芸
術
短
大
）
の
Ｍ

の
あ
る
顔
な
の
で
絵
描
き
だ
と
思
っ
て

１
３１
１ バ

ア
で
は
こが

い
て

の
添
え
書
つ
き
で
質
問
の
手
紙
が
寄
せ

ア
壁
に
は
額
い
り
の
名
作
ハ
し
よ
う

ン
ド
リ
ア
ン
と
呼
ば
れ

ア
ン
も
遂
に
こ
こ
ま
で
来
た
か
／
と
感

て
い

″
当
方
〃
…
？
″
神
戸
の
紅
灯
の

て
い
る
由
）
店

（
日
本
の
モ
ン
ド
リ

…
）
ピ
ル
の
角
に
は
チ
ャ
ン
と
横

あ
、
覚
え
て
い
ま
す
と
も
／
・
″
と

。
横
断
歩
道
を
一
緒
に
渡
り
な
が

″
す
ぐ
そ
こ
で
バ
ア
や
っ
て
い
る

る
が
、
画
家
の
名
を
冠
し
た
も
の

い
る
し
、
地
下
一
階
に
下
り
る
と

い
話
、
ユ
ニ
イ
ク
な
店
で
あ
る
。

時
折
、
同
様
の
目
的
で
、
教
授
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一
首
の
歌
を
詠
む
母
の
姿
が
あ
っ
た
遠

い
Ｒ
ｏ
そ
の
座
敷
も
遊
び
仲
間
も
、
母

も
、
す
べ
て
今
は
無
い
。
紫
の
銘
仙
を

好
ん
で
着
て
い
た
娘
時
代
の
自
分
も
、

思
い
出
の
中
の
幻
の
よ
う
だ
。
こ
の
ご

ろ
、
時
間
の
推
移
と
い
う
こ
と
の
ふ
し

ぎ
さ
、
病
切
に
感
じ
る
。

小
学
生
の
間
は
ま
だ
こ
う
し
て
、
保

護
者
の
目
の
届
く
所
で
遊
ん
で
く
れ
る

こ
ど
も
が
遊
び
に
熱
中
す
る
楽
し
げ
な

様
子
に
は
、
生
命
の
発
動
が
い
き
い
き

と
感
じ
ら
れ
て
心
が
和
む
。
や
が
て
中

学
生
に
な
り
、
高
校
生
に
な
っ
た
ら
、

ど
う
い
う
遊
び
を
す
る
よ
う
に
な
る
の

だ
ろ
う
。

わ
が
家
の
構
成
は
、
祖
父
母
と
孫
娘

が
一
人
で
あ
る
。
正
常
な
家
庭
で
は
な

い
が
、
そ
れ
な
り
に
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

の
両
面
が
あ
る
と
思
う
。
な
に
が
プ
ラ

ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
は
、
長
い
目
で
見
な

い
と
き
め
ら
れ
な
い
が
、
特
長
は
い
く

つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
祖
母
は
、
昔
、
若
い
母

親
で
あ
っ
た
頃
の
よ
う
に
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
な
い
。
自
分
の
生
ん
だ
子
を
み
つ

め
た
と
き
の
よ
う
な
、
切
迫
し
た
気
持

は
な
い
。
お
祖
母
ち
ゃ
ん
子
は
三
文
安

い
、
と
世
間
で
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
ろ

う
か
。
孫
を
思
う
心
は
た
だ
い
と
し
い

ば
か
り
で
あ
る
。
祖
母
た
る
も
の
、
な

け
な
し
の
知
性
を
ふ
り
絞
り
自
戒
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。

次
に
祖
母
に
は
、
長
く
生
き
て
き
た

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
安
定
感
が
あ
る

お
正
月
の
三
が
日
、
こ
ど
も
は
遊
ん

で
遊
ん
で
、
遊
び
尽
く
さ
な
い
と
気
が

済
ま
な
い
よ
う
だ
。
ル
ー
ル
が
複
雑
な

ゲ
ー
ム
類
や
チ
ェ
ス
の
相
手
に
は
呼
び

に
こ
な
い
が
、
歌
が
る
た
を
ひ
ろ
げ
る

と
、
「
お
祖
母
ち
ゃ
ん
、
詠
ん
で
」
と

声
を
か
け
て
く
る
。
仕
方
な
く
仲
間
に

入
っ
て
、
い
ざ
声
を
は
り
上
げ
て
み
れ

ば
、
意
外
に
素
直
に
雰
囲
気
に
な
じ
む

思
い
で
あ
る
。
平
安
の
昔
の
、
男
と
女

の
世
界
が
偲
ば
れ
て
、
詠
み
手
と
取
り

手
の
心
は
別
の
所
に
遊
ん
で
い
る
。

桐
の
火
鉢
に
よ
り
か
か
っ
て
、
百
人

今
年
す
る
こ
と

駒
井
妙
子

八
作
家
Ｖ

ら
れ
た
り
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い

る
の
だ
か
ら
…
。

近
く
ギ
ャ
ル
リ
ー
・
と
こ
ろ
（
日
本

橋
）
で
モ
ン
ド
リ
ア
ン
展
、
そ
し
て
刑

に
は
念
願
の
大
回
顧
展
が
東
京
近
美
で

ｌ
と
こ
れ
ま
で
〃
赤
根
の
モ
ン
ド
リ
ア

ン
〃
と
か
〃
モ
ン
ド
リ
ァ
ン
の
赤
根
″

と
か
い
わ
れ
て
苦
が
笑
い
の
わ
が
方
に

は
、
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
の
完
結
で
迎
え

る
当
り
年
（
子
）
は
ま
さ
に
扇
塑
米
福

か
。『

モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
八
デ
・
ス
テ
ィ
ル
Ｖ
ｌ
新
造

形
主
義
の
系
譜
と
そ
の
原
点
』
（
朝
日
出
版
社
）

慧

ひ
と
り
ふ
た
り
の
子
を
育
て
た
時
の
よ

う
な
不
安
は
な
い
。
こ
ど
も
が
も
っ
と

大
き
く
な
っ
て
、
デ
ィ
ス
コ
だ
、
デ
イ

ト
だ
、
と
言
い
出
し
た
ら
、
ど
う
し
よ

う
か
と
気
掛
か
り
だ
し
、
つ
い
て
ゆ
け

な
く
な
っ
た
時
の
不
安
は
あ
る
。
だ
が
、

そ
れ
は
、
親
に
は
共
通
の
も
の
で
あ
る

こ
と
も
祖
母
は
知
っ
て
い
る
。
ホ
テ
ル

火
災
、
ガ
ス
爆
発
、
交
通
事
故
等
々
。

人
が
死
ぬ
の
は
必
ず
し
も
年
の
順
に
限

ら
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
、
奇
妙
な
安

堵
に
似
た
実
感
も
あ
る
。

揃
え
た
札
を
配
り
直
し
て
い
る
と
、

突
如
、
け
た
た
ま
し
い
吃
り
を
あ
げ
て
、

窓
の
下
を
救
急
車
が
通
っ
た
。
あ
の
音

に
は
心
の
傷
を
掻
き
む
し
ら
れ
る
。
今

も
ど
こ
か
の
家
で
、
身
も
世
も
な
く
う

ろ
た
え
た
人
々
が
あ
の
白
い
車
体
の
到

着
を
、
ひ
た
す
ら
待
っ
て
い
る
の
だ
。

救
急
車
は
た
ち
ま
ち
走
り
去
っ
た
。

「
す
ご
い
ね
」
取
り
札
を
並
べ
な
が
ら

こ
ど
も
の
ひ
と
り
が
言
っ
た
。
あ
の
音

に
触
発
さ
れ
て
、
胸
の
奥
に
重
く
苦
い

も
の
を
か
み
し
め
る
人
の
数
は
少
く
な

い
は
ず
だ
。
そ
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
る

か
ら
、
傍
目
に
判
ら
な
い
だ
け
で
あ
る
。

思
い
出
し
た
く
な
い
場
面
を
、
幻
の
よ

う
に
浮
き
上
が
ら
せ
な
が
ら
、
サ
イ
レ

ン
は
遠
ざ
か
る
。
音
を
消
し
て
き
て
、

と
い
う
要
望
も
あ
る
そ
う
だ
。
「
い
の

ち
を
大
切
に
、
と
警
告
し
て
る
の
よ
」

と
私
は
言
っ
た
。
そ
れ
を
こ
ど
も
た
ち

に
解
ら
せ
る
こ
と
こ
そ
、
祖
母
の
仕
事

で
あ
っ
た
。

１
３２
１
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獣

蕊

〃
長
寿
の
国
″

フ
ン
ザ
を
行
く

寺
本
混

八
株
式
会
社
淡
路
屋
取
締
役
社
長
Ｖ

地
名
の
ひ
び
き
が
、
耳
に
心
地
よ
く

い
つ
か
は
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う
こ
と

が
あ
る
。
「
フ
ン
ザ
」
も
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
。
カ
ラ
コ
ラ
ム
の
奥
深
く
に

位
置
し
、
古
く
か
ら
中
国
の
カ
シ
ュ
ガ

ル
ー
フ
ン
ザ
ー
ギ
ル
ギ
ッ
ト
ー

ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
結
ぶ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

要
衝
で
あ
っ
た
。

七
八
年
、
中
パ
両
軍
合
作
に
な
る
カ

ラ
コ
ラ
ム
。
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
い
う
名
の

山
道
が
同
じ
ル
ー
ト
に
完
成
し
た
。
橋

の
柵
干
に
、
ラ
ー
メ
ン
の
器
に
あ
る
詰

の
デ
ザ
イ
ン
が
施
し
て
あ
る
の
も
中
国

的
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
し
か
し
道
は
、

イ
ン
ダ
ス
の
流
れ
も
は
る
か
眼
下
に
か

す
む
高
処
を
、
一
木
一
草
な
き
暫
匡
絶

凸

１
３３
１

壁
に
ひ
っ
か
か
っ
た
よ
う
に
八
百
キ
ロ

以
上
際
限
な
く
延
々
と
つ
づ
く
の
で
あ

る
。
も
し
、
こ
れ
を
六
甲
山
の
ド
ラ
イ

ヴ
。
ウ
エ
イ
の
よ
う
に
落
石
ネ
ッ
ト
を

は
っ
て
み
た
ら
…
…
と
お
も
わ
ず
苦
笑

し
た
。
三
千
人
の
工
事
犠
牲
者
に
感
謝

し
、
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
（
八
一
二

五
米
）
を
垣
間
み
な
が
ら
三
日
が
か
り

で
走
破
す
る
と
国
境
の
ク
ン
ジ
ュ
ラ
ー

ブ
峠
（
四
九
三
四
米
）
に
達
す
る
。
フ

ン
ザ
は
そ
の
直
前
に
あ
る
標
高
二
五
○

○
米
の
盆
地
状
の
河
岸
段
丘
で
あ
る
。

南
に
は
秀
峰
ラ
カ
ポ
シ
（
七
七
八
八

米
）
が
五
千
米
の
落
差
で
そ
そ
り
立
っ

て
い
る
。
こ
の
大
き
な
里
と
の
標
高
差

は
ヒ
マ
ラ
ヤ
随
一
と
い
う
。
フ
ン
ザ
の

中
心
カ
リ
マ
バ
ー
ド
に
一
歩
入
る
と
す

べ
て
が
地
道
で
、
ス
ズ
キ
の
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
後
に
煙
の
よ
う
な
微
粒
子
が
た
ち

の
ぼ
り
、
い
つ
ま
で
も
お
さ
ま
ら
な
い
・

地
の
人
は
こ
れ
を
、
「
フ
ン
ザ
。
パ
ウ

ダ
ー
」
と
い
っ
て
笑
う
。
ち
ょ
う
ど
お

白
粉
が
舞
っ
て
い
る
程
度
に
し
か
感
じ

な
い
ら
し
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
し
ば
ら

く
窒
息
で
あ
る
。
美
し
い
ポ
プ
ラ
並
木

は
縦
横
に
走
る
水
路
（
ド
ブ
川
）
の
両

側
に
立
ち
そ
の
位
置
を
し
め
し
て
い

る
。
日
ご
と
に
放
水
す
る
水
路
を
変
え

て
う
ま
く
村
中
の
田
畑
を
満
遍
な
く
う

る
お
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
水
は
氷
河
の
融
水
に
雲

母
と
砂
金
が
と
け
こ
ん
だ
鉛
色
の
濁
り

水
で
こ
の
下
流
に
わ
が
旅
寵
の
洗
面
所

の
蛇
口
が
あ
る
の
だ
今
ま
で
知
ら
ず
に

フンザの老人と筆者（左）

の
ん
で
い
た
。
鳴
呼
イ
ン
シ
ャ
・
ア
ッ

ラ
ー
″
釦

フ
ン
ザ
は
世
界
三
大
長
寿
郷
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
に
も
紹
介
さ
れ
た
村
一
番
の
古

老
ア
リ
・
ム
ラ
ッ
ト
さ
ん
（
一
○
八
才
）

を
た
ず
ね
、
長
寿
の
秘
訣
を
聞
い
た
。

こ
の
に
ご
っ
た
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ

ー
と
、
小
さ
い
リ
ン
ゴ
、
モ
モ
、
あ
ん

ず
（
冬
は
そ
の
干
し
た
も
の
）
と
フ
ン

ザ
。
・
ハ
ニ
（
パ
ー
は
水
の
意
味
で
あ
る

■
●
■

が
、
地
元
で
は
密
造
酒
を
指
す
）
が
そ

の
源
と
み
た
。

か
つ
て
フ
ン
ザ
は
小
王
国
で
、
ミ
ー

ル
と
い
う
蕃
王
が
い
た
が
、
七
四
年
に

パ
キ
ス
タ
ン
中
央
政
府
に
統
合
さ
れ
た

し
か
し
今
で
も
ミ
ー
ル
は
立
派
な
石
造

り
の
洋
館
に
住
み
、
尊
敬
を
あ
つ
め
、

ロ
ー
カ
ル
的
な
諸
問
題
を
と
り
し
き
っ

て
い
る
と
い
う
。

ミ
ー
ル
の
六
百
年
前
の
居
城
が
、
フ

ン
ザ
を
見
下
ろ
す
丘
の
上
に
た
ち
、
そ

の
名
も
バ
ル
チ
ッ
ト
故
城
と
い
う
名
所

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
今
日
も
外

国
人
と
み
て
子
供
た
ち
が
む
ら
が
り
ル

ビ
ー
の
原
石
を
も
っ
て
き
て
物
々
交
換

を
ね
だ
る
。
黒
い
人
、
白
い
人
、
黒
い

の
に
青
い
眼
や
金
髪
の
人
、
と
土
地
柄

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
、

え
い

皆
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
末
商
と

信
じ
、
周
囲
の
地
域
と
は
全
く
関
係
を

発
見
で
き
な
い
ブ
ル
シ
ャ
ス
キ
ー
語
を

話
す
不
思
議
な
誇
り
高
き
ひ
と
ぴ
と
で

あ
る
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



顔が時代をつくる
フェイスグラス

いま､ 時代のニーズを
的確にとらえた

⑥稗戸眼鏡院
元町店、元町３丁目壷( 3 2 1 ) 1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン冠( 3 9 1 ) 1 8 7 4～５

耳のよきパートナー

６補聴器ｫ 琴デ爺講ルム砂
専門コンサルタント担当

・防音室で聴力測定・補聴器微調整
・耳穴にフィットする耳栓型取り

※補聴器は元町店で取り扱っています。

こんにちは赤ちゃん

岡下なちちゃん／神戸市北区

完全看護☆冷暖房完備可☆病院前駐車可能

言柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

査芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

3４
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; 識

い
。
な
ぜ
南
蛮
美
術
を
も
っ
と
展
示
し

な
い
の
か
と
友
人
か
ら
よ
く
聞
く
の
だ

が
、
こ
れ
ら
南
蛮
美
術
の
名
品
は
日
本

画
で
あ
る
た
め
展
示
期
間
に
限
度
が
あ

り
長
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
色
槌
せ
が
早

く
、
後
世
に
伝
承
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
南
蛮
美
術
の
名
品
は
春
秋
二

回
展
示
す
る
こ
と
に
予
定
し
て
い
る
。

と
か
く
博
物
館
ど
言
え
ば
、
公
園
の

一
角
に
位
置
し
主
に
学
校
の
教
育
活
動

に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
当
館
は
神
戸

の
中
心
街
で
あ
る
三
宮
、
元
町
か
ら
徒

歩
十
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
都
市
型
で

あ
り
、
ア
ベ
ッ
ク
型
で
あ
り
、
買
物
型

で
あ
る
た
め
学
校
教
育
は
も
と
よ
り
だ

が
、
熟
年
の
男
女
、
親
子
づ
れ
、
若
い

カ
ッ
プ
ル
が
多
く
、
さ
す
が
神
戸
ら
し

い
ハ
イ
カ
ラ
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
と
評

判
が
高
い
．
と
聞
く
。

当
館
へ
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
で
あ
る
京

町
筋
は
美
し
く
カ
ラ
ー
舗
装
も
で
き
た

し
東
遊
園
地
、
大
丸
前
等
に
は
シ
ン
プ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
サ
イ
ン
が
設
置
さ
れ
、

美
と
知
識
と
憩
い
の
殿
堂
で
あ
る
博
物

館
へ
自
ら
足
が
向
く
よ
う
に
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
と
も
か
く
今
年
は
二
年
生

で
あ
る
。
市
民
の
知
的
娯
楽
の
セ
ン
タ

ー
と
し
て
中
味
（
展
示
、
講
演
、
映
画
、

講
座
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）
を
さ
ら
に

充
実
し
て
い
き
た
い
。
（
こ
れ
が
私
の

正
夢
に
と
願
う
初
夢
で
あ
っ
た
。
）

口
朝
鮮
錘
拓
本
展
期
間
１
／
麺
ま
で

併
設
展
山
下
摩
起
展
１
／
６
１
２
／
５

李
順
子
リ
サ
イ
タ
ル
「
ア
リ
ラ
ン
を
唄
う
」

１
／
巧
（
日
）
２
時

☆
一
般
２
０
０
円
・
商
大
生
典
５
０
円
・

神
戸
市
中
央
区
京
町
堅
衝
３
９
１
１
０
０
３
５

八
神
戸
市
立
博
物
館
館
長
Ｖ

「
海
の
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
展
」
。
次
い

で
明
治
開
港
以
来
、
急
に
開
け
栄
え
歴

史
に
乏
し
い
ま
ち
と
誤
解
さ
れ
て
い
る

神
戸
で
は
あ
る
が
、
事
実
は
、
垂
水
、

西
、
北
、
兵
庫
と
い
っ
た
地
に
古
代
か

ら
云
在
民
。
平
安
時
代
と
伝
承
さ
れ
て
い

る
貴
重
な
資
料
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

集
め
た
「
神
戸
の
文
化
財
展
」
を
。
ま

た
、
日
本
一
と
い
わ
れ
る
南
波
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
寄
贈
を
受
け
た
古
地
図
の
お

披
露
目
と
し
て
、
大
変
珍
し
い
日
本
地

図
、
世
界
地
図
な
ど
で
構
成
し
た
「
古

地
図
の
世
界
展
」
。
更
に
夏
休
み
に
は
、

夏
ら
し
く
涼
味
を
満
喫
し
て
も
ら
う
た

め
江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
工
芸
品
を
集
め

た
「
び
い
ど
ろ
・
ぎ
や
ま
ん
展
」
。
開

館
一
周
年
記
念
特
別
展
と
し
て
、
当
館

所
蔵
の
古
地
図
に
世
界
的
に
も
珍
し
い

古
地
図
を
加
え
て
日
本
初
の
内
容
・
規

模
の
「
古
地
図
に
み
る
世
界
と
日
本

展
」
な
ど
．
…
：
…
。
こ
れ
ら
の
特
別
展

は
神
戸
市
民
は
も
と
よ
り
、
遠
く
か
ら

来
館
さ
れ
た
方
々
に
は
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
と
思
っ
て
い
る
。

今
年
は
二
年
生
で
あ
る
。
し
っ
か
り

し
た
足
取
り
で
前
進
し
た
い
。
し
た
が

っ
て
、
特
別
展
も
二
回
位
に
し
、
当
館

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
池
長
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
（
旧
南
蛮
美
術
館
収
蔵
品
）
南
波

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
古
地
図
）
を
中
心
に

充
実
し
た
企
画
展
を
開
催
し
て
い
き
た

１
３５
１

驚灘

蕊

一
昨
年
の
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

に
開
館
し
た
神
戸
市
立
博
物
館
は
、
一

年
間
に
十
七
万
人
、
神
戸
市
民
百
四
十

万
人
の
一
割
を
超
す
入
館
者
を
迎
え
た

し
か
し
、
異
例
と
も
言
え
る
独
自
の

特
別
展
を
五
回
も
開
催
し
て
の
数
で
あ

る
か
ら
、
い
さ
さ
か
宣
伝
下
手
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
心
が
痛
む
。

開
館
を
飾
る
特
別
展
と
し
て
、
オ
ラ

ン
ダ
王
室
か
ら
門
外
不
出
の
蒔
絵
ダ
ン

ス
を
初
め
貴
重
な
資
料
の
里
帰
り
品
と

当
館
の
誇
る
南
蛮
美
術
を
は
じ
め
、
国

内
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
各
品
を
集
め
た

Ｉ簿

垂

井
尻
昌
一

Ａ
そ
の
副
Ｖ

都
市
型
博
物
館

一
一
年
生
め
ざ
し
て

盛況だった「古地図にみる世界と日本展」
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幼
い
娘
に
エ
プ
ロ
ン
と
赤
い
羅
紗
の
靴

を
妻
に
は
一
肩
掛
け
を
買
っ
て
帰
る
郊
外

電
車
の
窓
か
ら
晴
れ
わ
た
っ
た
六
甲
山

の
中
腹
に
白
い
煙
が
あ
が
っ
て
い
る
の

を
見
た
。
そ
の
夜
詩
人
は
好
物
の
コ
コ

ア
を
飲
み
一
篇
の
詩
を
書
い
た
。
「
山

火
事
ら
し
い
が
／
ま
ど
か
ら
は
た
い
ら

か
な
せ
か
い
の
す
が
た
が
み
え
る
」

し
ろ
い
け
む
り
が

詩
人
八
木
重
吉
（
一
八
九
八
’
一
九
一
一
七
）
は
大
正
十
年

御
影
師
範
に
赴
任
。
翌
年
七
月
に
結
婚
し
て
御
影
町
石
屋

川
に
居
を
か
ま
え
た
。
大
正
十
四
年
三
月
離
神
。

そ
の
と
き
詩
人
に
は
見
え
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
た
い
ら
か
に
み
え
て
た
い
ら
か

で
な
い
せ
か
い
が
。
た
い
ら
か
に
み
え

て
た
い
ら
か
で
な
い
こ
こ
ろ
が
。
走
る

窓
か
ら
目
を
こ
ら
せ
ば
今
日
も
晴
れ
わ

た
っ
た
山
腹
に
白
い
煙
が
あ
が
る
。

3１
１
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